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■調査室運営グループ編成

◇長野　環 ◇作業チーム　１／３-(2)

<業務主任>

◇木村真奈美 ◇作業チーム　３-(1)／４

<業務主任>

◇川島五月 ◇作業チーム　２／５

<業務主任>

■各業務分野担当（作業チーム）

主担当 ◎村木直美

副担当

主担当 ◎黒川賢司

副担当

主担当 ◎井澤美恵子

副担当

主担当 ◎貝澤輝三

副担当

主担当 ◎平村祐樹

副担当

主担当 ◎貝澤朱美

副担当

■調査室職員配置

◇長野　環

 貝澤朱美  井澤美恵子  ◇貝澤耕一

◇木村真奈美  ◇川島五月

 村木直美  貝澤輝三  黒川賢司

 菅原英敏  平村祐樹

アイヌ文化情報センター内　 （〒055-0101平取町二風谷61番地）アイヌ文化環境保全調査室

■今年度調査室業務テーマ ＝ 深める、高める、広める、そしてカタチにする

4 地域文化保全対策調査

5 有用植物移植試験及びモニタリング調査

◇吉原秀喜

５ 有用植物移植試験及びモニタリング調査

3

○現地作業アドバイス＝貝澤耕一

４ 地域文化保全対策調査
○村木直美

○データベース整備・運用＝長野　環

○コンテンツ編集＝木村真奈美　　　○庶務・安全管理＝川島五月　　　○工程管理=貝澤朱美

（2） 生活文化現地調査
　　　　　伝統的漁法についての調査

(1) 生活文化現地調査
　　　　　川洲畑現地調査

○井澤美恵子

○貝澤輝三

２ 生物の生存環境現地調査
○貝澤朱美

2 生物の生存環境現地調査

○平村祐樹

３-(2)
生活文化現地調査； 伝統的漁法についての
調査 ○黒川賢司

業務分野

1 精神文化保全対策に関する調査
１ 精神文化保全対策に関する調査

３-(1) 生活文化現地調査; 川洲畑現地調査

＜ アイヌ文化保全対策調査の概要 ＞

2011(平成23)年度　調査基本計画

グループ名 責任者及びグループ編成　

企画総括
グループ

＜相談役＞

◇貝澤耕一

＜学芸員・主幹
＞

◇吉原秀喜

＜係＞

菅原英敏

情報管理
グループ

環境整備
グループ

◇川島五月

◇木村真奈美

◇長野　環

◇木村真奈美

◇川島五月

＜補佐＞
◇長野　環

１



＊○数字はページ左の業務項目の番号に対応

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

①【現地調査】

②【意向調査】

保全対策の提案書 保全計画策定

 検討会などにおける報告 報告書作成

○ ○ ○ ○ ○

事業名

業務分野

目的／課題
※１

業務項目と
内容・方法

※２

年間作業工程
(行程）概要

想定する成果
（状況/物品）

作業工程
(行程)上の
留意事項

主／副担当

補佐・グループ

備考
（今後の展開上の

留意点等）

アイヌ文化情報センターを基盤とした情報の受・発信と、各種の文化振興事業・活動
及び町立博物館・歴史館等関係機関との連携・協力に努める。

◇長野　環　　　チーム１／３-(2)

各担当チームごとにより詳細な作業計画・工程を作成し、進捗状況に応じて随時見直
しを行いながら業務課題を遂行する。
また、他分野担当チームとの連携・協力に努める。

◎村木直美 ○貝澤輝三

①【現地調査】
　各保全対策の検討のために必要な精神文化に係る現地調査を実施する。
②【意向調査】
　各保全対策について調査方針及び結果について、地域の関係者の意向を確認する。
③【調査結果とりまとめ】
　精神文化保全対策の観点から、これまでの調査結果を整理し、今後必要となる調査
を抽出する。

※○内の数字は上の欄に対応

①→　a：対象地のより詳細な現況図・写真
　　　b：保全対策の提案書、設計概念を提示する図書・工程表・関連データ
②→　ヒアリング（個別・グループ）実施と結果集約・分析
③→　報告文・図版

★今日的な社会環境下において、アイヌの精神文化継承のあり方をさぐり、一定の方
向性を見いだす。

業務項目

◆調査計画検討

★想定する成果の重点★今日的な社会環境下において、アイヌの精神文化継承のあり方をさぐり、一
定の方向性を見いだす。

平成23年度 アイヌ文化保全対策調査

１‐精神文化保全対策に関する調査

◆精神文化の保全対策に必要な現地調査を実施する。また、調査内容につい
て、地域の関係者の意向を確認し、整理する。

今後必要となる調査の抽出

③【調査結果とりまとめ】

検討会または勉強会

◆今後必要となる
調査の抽出

食文化や
芸能・工芸の

今日的継承の課題な
どと関連させて検討

●方法

◇アンケート

◇ヒアリング

◇ワークショップ

◇その他

●対象

◇グループ

・アンケート／ヒアリング／ワークショップ

◇個人

・アンケート／ヒアリング／ワークショップ

◇Ｈ２３年度の対象

・主に北海道アイヌ協会平取支部役員

支部員

平取アイヌ文化保存会役員、会員
これらの家族など

Ａ～Ｃの、３つの方向で保全対策を促進するた
めの現地調査

●Ａ＝記録による保全
◇聴き取り調査データ（音声記録）
◇写真・動画による映像記録

◇レプリカなど標本や展示による記録
●Ｂ＝記憶（心）や祈りの行為による保全

◇儀礼などによる記憶の具現や祈りの行為

の試行または実行
◇記憶、祈りの行為のための、仮想的な
プログラム、その順路（フットパス）の想定

●Ｃ＝祈りの場による保全

◇検討会内や協会支部との協議を踏まえた
対象地の保全イメージの豊富化・詳細化

調査計画検討
●既存データの内容確認と見直し作業

保全対策に向けた現地調査 ＊①

●分析、考察
●報告書および図版の作成

保全対策に向けた意向調査 ＊②

調査結果のとりまとめ ＊③

◇◆ Ｈ23年度、１-精神文化保全対策に関する調査計画 ◆◇

２



＊○数字はページ左の業務項目の番号に対応

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

 検討会などにおける報告 報告書作成

○ ○ ○ ○ ○

備考
（今後の展開上の

留意点等）

アイヌ文化情報センターを基盤とした情報の受・発信と、各種の文化振興事業・活動
及び町立博物館・歴史館等関係機関との連携・協力に努める。

作業工程
(行程)上の
留意事項

各担当チームごとにより詳細な作業計画・工程を作成し、進捗状況に応じて随時見直
しを行いながら業務課題を遂行する。
また、他分野担当チームとの連携・協力に努める。

主／副担当 ◎黒川賢司 ○貝澤朱美

補佐・グループ ◇川島五月　　　チーム２／５

①【移植状況検討】

③【調査結果とりまとめ】

検討会または勉強会

業務項目と
内容・方法

※２

①【移植試験実施】
　植生保全区域３５区域について、モデル区域Ｓ－０５の整備計画案に基づき移植を
実施する。
②【移植状況検討】
　モデル区域Ｓ－０５の整備後、活着等の生育状況を確認、必要に応じて配置の再検
討等を行う。
③【調査結果とりまとめ】
　調査結果をとりまとめる。
　モデル区域Ｓ－０５の次年度以降の植栽計画について、精査を行う。

想定する成果
（状況/物品）

※○内の数字は上の欄に対応
①→　Ｈ22年度に作成した整備計画において中心となるＳ－０５区域で予定している
植物種の移植
②→　業務分野５との連携でモニタリングを実施し生育状況を管理
③→　とりまとめの報告文・図版（整備計画の改訂）

★Ｓ-05区域を、昨年度作成した保全整備計画にしたがって主に展示目的エリアとして
先行的にしっかり整備する。

年間作業工程
(行程）概要

業務項目

◆調査計画検討

①【移植試験実施】

事業名 平成23年度 アイヌ文化保全対策調査

業務分野 ２‐生物の生存環境現地調査 ★想定する成果の重点★Ｓ-05区域を、昨年度作成した保全整備計画にしたがって主に展示目的エリア
として先行的にしっかり整備する。

目的／課題
※１

◆優先度の高い植生モデル区域Ｓ－０５の整備計画案に基づき移植等を実施
し、活着等の生育状況を確認するとともに、必要に応じて配置の再検討を行
う。

◆移植作業
Ⅰ期＜春～初夏＞

◆移植計画の精査
整備計画の更新

◆移植作業
Ⅱ期＜秋～初冬＞

配置の再検討→ 秋期以降の移植

調査結果のとりまとめ ＊③

◇モデル区域Ｓ－０５の次年度以降の植栽計画に
ついて、精査を行う。
◇業務の状況については、検討会などで報告

◇報告書作成

調査計画検討 ◇前年度（H22年度）の業務成果や検討会で確認され

た事項、方向性をふまえ、業務計画を練る。

◇「植生保全整備計画」（前年度作成）にしたがってS-

05区域の整備を進めるための工程を作成する。

◇◆ Ｈ23年度、2-生物の生存環境現地調査計画 ◆◇

移植状況検討 ＊②
◇移植試験後、活着等の生育状況を確認、必要に
応じて配置の再検討等を行う。

移植試験実施 ＊① ＜展示・増殖目的＞
◇モデル区域Ｓ－０５について、整備計画案に基づ
き移植試験を実施する。

移植状況検討 ＊②

移植試験実施 ＊① ＜展示・増殖目的＞
◇モデル区域Ｓ－０５について、整備計画案に基づ
き移植試験を実施する。

◇移植試験後、活着等の生育状況を確認、必要に
応じて配置の再検討等を行う。

３



4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

①【現地調査】

②【モニタリング調査】

 検討会などにおける報告 報告書作成

○ ○ ○ ○ ○

補佐・グループ

アイヌ文化情報センターを基盤とした情報の受・発信と、各種の文化振興事業・活動
及び町立博物館・歴史館等関係機関との連携・協力に努める。

各担当チームごとにより詳細な作業計画・工程を作成し、進捗状況に応じて随時見直
しを行いながら業務課題を遂行する。
また、他分野担当チームとの連携・協力に努める。

◎井澤美恵子 ○平村祐樹

備考
（今後の展開上の

留意点等）

◇木村真奈美　　チーム３-(1)／４

作業工程
(行程)上の
留意事項

主／副担当

平成23年度 アイヌ文化保全対策調査

３‐生活文化現地調査
　　　(１)川洲畑現地調査

◆アイヌ文化期にかつて行われていた栽培方式(川洲畑)について、栽培様式を
伝承する際の基礎資料とするため、試験適地を選定し栽培試験を行う。試験結
果に基づき生育状況を把握し、データを蓄積するとともに、収穫物を利用した
アイヌ文化期の食事等、当時の生活様式の再現を行う。また、既存の調査結果
を基に、川洲畑栽培マニュアル(案)とりまとめる。

事業名

業務分野

目的／課題
※１

業務項目と
内容・方法

※２

想定する成果
（状況/物品）

年間作業工程
(行程）概要

◆調査計画検討

③【食文化再現踏査】

★想定する成果の重点★伝統的生活文化と過去の自然・文化環境を調査する一つの効果的な民族(民
俗)学的実験として、これまでの成果を吟味・分析し、普及活用のあり方を提示する。

④【調査結果取りまとめ】

検討会または勉強会

①【現地調査】
　現地調査選定箇所の事前準備及び栽培試験を行う。
②【モニタリング】
　川洲畑現地調査状況把握のためのモニタリングを行う。
③【食文化再現調査】
　調査結果を基に、実際にアイヌ文化期の食事についての再現（調理）を行う。
④【調査結果とりまとめ】
　調査結果をとりまとめる。これまでの調査結果を基に川洲畑調査マニュアル(案)を
作成する。

※○内の数字は上の欄に対応
①→　調査を踏まえた実施詳細計画・工程表、プロセスの記録
②→　モニタリング経過のデータと分析
③→　報告文・図版、マニュアル(案)作成
④→　食文化の再現（試食会開催、レシピ作成・公開）

★伝統的生活文化と過去の自然・文化環境を調査する一つの効果的な民族(民俗)学的
実験として、これまでの成果を吟味・分析し、普及活用のあり方を提示する。

業務項目 ◆川・水辺の伝統的

生活文化や生業、環境に

関する把握を重視

◆これまでの経緯、成果を総括

◆定型的な作業などについてはマニュアル化

調査計画検討

現地調査事前準備 ＊①

モニタリング調査 ＊②

◇調査結果取りまとめ

◇報告書作成（報告文・図版）

◇生育状況の観察および記録

◇モニタリング経過のデータの分析

◇作付種子の選定および確保

◇作付計画作成

◇既存データ収集と内容確認

◇調査行程、方法などの概要検討
◇実施計画策定

食文化再現調査 ＊③ ◇試食会開催

◇レシピ作成
◇山菜および収穫物の保存、貯蔵

◇食文化に関する聴き取り調査

調査結果取りまとめ ＊④

現地調査 ＊① ◇整備作業･播種作業 （ともなう儀礼）
◇川洲畑や往時の環境などについて聴き取り調

収穫関連作業 ◇収穫時期の見極め

◇収穫準備および収穫

試験適地選定 ＊① ◇適地選定のための事前現地調査
◇試験地の選定および確認現状

◇◆ Ｈ23年度、3-(1)川洲畑現地調査計画 ◆◇

４



＊○数字はページ左の業務項目の番号に対応

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

①【試験地事前整備】 ◆法規関係の手続き・調整

②【実証試験】

稀少水生生物等分布調査

 検討会などにおける報告 報告書作成

○ ○ ○ ○ ○

★想定する成果の重点★地域に根ざして育まれてきた「川の文化」の重要な構成要素である伝統漁法
を再現し、今日的な条件の中で継承・活用していく基礎を固める。

目的／課題
※１

◆アイヌ文化期にかつて行われていた伝統的漁法について、伝統的漁法を伝承
する際の基礎資料とするために、既存の調査結果を踏まえ、漁具や漁法を再現
するとともに、試験の実施、データの蓄積を行い、試験結果をとりまとめる。

③【食文化再現調査】

事業名 平成23年度 アイヌ文化保全対策調査

業務分野
３‐生活文化現地調査
　　　(２)伝統的漁法についての調査

◎貝澤輝三 ○黒川賢司

業務項目と
内容・方法

※２

①【試験地事前整備】
　これまで実証できていない漁具について、漁法検証試験の実施効率を上げるため、適地の選定、漁具
の作製、周辺整備を実施するとともに、関係機関への協議資料等の作成を行う。

②【実証試験】
　これまで実証できていない漁具について、伝統的漁法現地調査・モニタリングを行う。
③【食文化再現調査】
　調査結果を基に、実際にアイヌ文化期の食事について再現（調理）を行う。
④【調査結果取りまとめ】
　調査結果をとりまとめる。実証できない漁具については、課題の抽出、調査の提案を行う。

想定する成果
（状況/物品）

※○内の数字は上の欄に対応
①→　試験地絞り込みと周辺環境の点検・整備、諸手続書類と手引き（マニュアル）
②→　漁具作製、その素材・作製技法・使用法・伴う儀礼等の調査
　　　記録の保存・分析（モニタリング）とマニュアル化
③→　食文化の再現（試食会開催、レシピ作成・公開）
④→　報告文・図版

★地域に根ざして育まれてきた「川の文化」の重要な構成要素である伝統漁法を再現
し、今日的な条件の中で継承・活用していく基礎を固める。

年間作業工程
(行程）概要

◆調査計画検討

補佐・グループ ◇長野　環　　　チーム１／３-(2)

備考
（今後の展開上の

留意点等）

アイヌ文化情報センターを基盤とした情報の受・発信と、各種の文化振興事業・活動
及び町立博物館・歴史館等関係機関との連携・協力に努める。

④【調査結果取りまとめ】

検討会または勉強会

作業工程
(行程)上の
留意事項

各担当チームごとにより詳細な作業計画・工程を作成し、進捗状況に応じて随時見直
しを行いながら業務課題を遂行する。
また、他分野担当チームとの連携・協力に努める。

主／副担当

◆川・水辺の伝統的

生活文化や生業、環境に

関する把握を重視

◆川・水辺の伝統的

生活文化や生業、環境の保全

に向けた検討

◆法規関係諸手続の総括

川・水辺の伝統的生活文化
としての継承をめざし

今後の円滑な実施に向けた
資料整備と

◆伝統漁法・漁具による
川漁実施に向けた
法規関係の諸手続

実証試験 ＊②

食文化再現調査 ＊③

調査結果とりまとめ ＊④

◇伝統的食文化による魚類の利用に関する情報

整理と試行
◇試食会開催、レシピ作成などによる公開・普及
◇往時の生活文化・環境に関する情報の収集・整
理

◇図版及び、報告書作成

◇諸手続き関係の整理をふくむマニュアル作成に
向けた資料編集

◇伝統漁法の試行

鹿角材の釣り針／マレﾌﾟ／ヤナ／ラウｫマﾌﾟなど

◇川漁にともなう儀礼など精神文化・生活文化・

水辺環境などに関する情報の把握

◇◆ Ｈ23年度、3-(2)伝統的漁法についての調査計画 ◆◇

調査計画検討 ◇川漁の漁法・漁具に関する基礎資料を効果的
に蓄積するために、調査・試験方法を検討
◇川漁実施のための法規・手続に関する情報収
集と整理

試験地事前整備 ＊① ◇水生生物の生息状況調査と観察区域設定

◇生息環境を保全・改善するための整備

◇伝統漁法実施のための水辺環境整備

◇伝統漁具の試作

← 昨年までの試験をふまえた工夫

５



＊○数字はページ左の業務項目の番号に対応

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

①【保全対策普及試行調査】

保全対策の提案書 保全計画策定

③【地域文化保全対策

④ｂ【調査結果取りまとめ】  検討会などにおける報告 報告書作成

○ ○ ○ ○ ○

各担当チームごとにより詳細な作業計画・工程を作成し、進捗状況に応じて随時見直
しを行いながら業務課題を遂行する。
また、他分野担当チームとの連携・協力に努める。

◎平村祐樹 ○村木直美

４‐地域文化保全対策調査

主／副担当

業務分野

目的／課題
※１

◆調査計画検討

②【意向調査】

平成23年度 アイヌ文化保全対策調査事業名

想定する成果
（状況/物品）

年間作業工程
(行程）概要

◆既存の調査結果を整理し、地域文化保全対策として継承できる方策として資
料を作成する。また、資料を用いて関係機関・施設を対象に試行調査を実施
し、収集した意見・感想等を踏まえた資料の修正及び調査結果のとりまとめを
行う。

①【保全対策試行調査】
　既往の調査結果を基に、保全対策実施に向けた試行調査を行う。
②【意向調査】
　試行調査実施後、調査協力者から意見・感想等を収集し整理する。
③【地域文化保全対策プログラム作成】
　既往の調査結果、特に各分野でとりまとめたデータベースを基に、地域文化保全対
策方策として活用できるプログラム等を作成する。
④【調査結果とりまとめ】
　調査結果をとりまとめ、地域文化保全対策のための基礎資料を整理する。

※○内の数字は上の欄に対応
①→　試行と結果分析（シミュレーション的試行をふくむ)
②→　意見・感想等の集約と分析
③→　プログラム・資料の作成
④ａ→　映像コンテンツ作成と活用例提示
④ｂ→　報告文・図版
　
★各分野における既往調査結果を整理、それらを活用する方策を検討し、プログラム
化に取り組み、かつ可能なものについては実験的に試みる。

業務項目

業務項目と
内容・方法

※２

★想定する成果の重点★各分野における既往調査結果を整理、それらを活用する方策を検討し、プロ
グラム化に取り組み、かつ可能なものについては実験的に試みる。

　　普及プログラム作成】

備考
（今後の展開上の

留意点等）

④ａ【視聴覚資料作成】

検討会または勉強会

◇木村真奈美　　チーム３-(1)／４

作業工程
(行程)上の
留意事項

アイヌ文化情報センターを基盤とした情報の受・発信と、各種の文化振興事業・活動
及び町立博物館・歴史館等関係機関との連携・協力に努める。

補佐・グループ

◆３つの方向での作業

１＝学校教育分野
プログラムの深化

２＝コミュニティ（地域・民族）の
中での広がり

３＝各分野における成果活用の
さまざまな可能性を探る

◆事業成果全般を見わたし
地域文化保全対策の

プログラム化

※可能な分野・事項について

◇◆ Ｈ23年度、4-地域文化保全対策調査計画 ◆◇

調査計画検討

○担当、グループで前年度までにとりまとめられた成果や
検討会で確認された事項や方向性をふまえ、保全対策の
取り組みイメージを把握

○今年度の目的・課題に沿った作業計画・工程を作成

○進捗状況に応じて随時見直しを行いながら業務課題を

遂行

保全対策普及試行調査 ＊①

意向調査 ＊②

プログラム化 ＊③

コンテンツ・活用例提示 ＊④ａ

調査結果とりまとめ ＊④ｂ

●試行調査準備作業

※対象とするケースの想定

（今年度は、２～３ケースを予定）
↓
◇対象とする関係機関との調整

※内容・方法検討（季節にも考慮）

◇プログラム案作成

◇資料作成

◇内容によっては、現地見学地の確認など
↓
◇試行調査実施

●意向調査準備作業
↓
◇対象とする関係機関・団体との調整

※内容・方法検討（アンケート・ヒアリング）

◇資料作成
↓
◇意向調査実施

●プログラム・資料作成

※試行調査・意向調査のとりまとめの結果をもとにプログ

ラムを作成

●資料等の情報収集

◇映像

◇写真

◇図書

◇地図、図
↓
◇資料作成
※テキスト、音声、動画などの情報を組み込み、地域の人
たちに発信できる内容を予定
↓
◇活用例提示

現地踏査

既存データ確認作業

（※聴き取り調査も検討）

◇検討会・勉強会などにおける報告

◇『報告書作成

６



＊○数字はページ左の務項目の番号に対応

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

◆調査計画検討

①【移植試験事前準備】

②【移植試験地整備作業】

③【移植試験(木本／草本)】

④【移植試験モニタリング】 移植栽培マニュアル(案)の更新

⑤【播種試験事前準備】

⑥【播種試験(木本／草本)】

⑦【播種試験モニタリング】 播種栽培マニュアル(案)の更新

⑧【調査結果取りまとめ】  検討会などにおける報告 報告書作成

○ ○ ○ ○ ○

作業工程
(行程)上の
留意事項

主／副担当

補佐・グループ

○井澤美恵子

備考
（今後の展開上の

留意点等）

◇川島五月　　チーム２／５

平成23年度 アイヌ文化保全対策調査

５－有用植物移植試験及びモニタリング調査

◆これまでの調査結果・計画に基づき、有用植物の移植試験及び播種栽培試験
を実施する。試験結果を踏まえ、有用植物の種ごとの移植マニュアル(案)・植
物栽培マニュアル(案)の更新を行う。また、移植及び播種の状況（既に実施し
ている有用植物含む）を確認するために、モニタリング調査及び試験地の整備
作業を行うとともに、次年度以降のモニタリング計画(案)をとりまとめる。な
お、試験実施する種につていは、調査職員と協議の上決定する。
 
①【移植試験事前準備】移植試験実施に必要となる事前準備（現地確認等）を実施
②【移植試験地整備作業】活着率を上げるため、移植箇所付近の除草、食害防止を実施
③【移植試験（木本／草本）】
　主としてこれまで実施されていない木本／草本を対象として、移植栽培試験を行う。
④【移植マニュアル(案)の整備】移植試験を実施した植物について、移植栽培マニュアル(案)の更新を
行う。
⑤【播種栽培試験事前準備】播種栽培試験に必要な事前準備を行う。
⑥【播種栽培試験】木本／草本の播種栽培試験を行う。
⑦【播種栽培マニュアル(案)の整備】
　播種栽培試験を実施した植物について、播種栽培マニュアル(案)の更新を行う。
⑧【試験結果とりまとめ】
　移植試験実施植物を対象としたモニタリングとモニタリング計画(案)をとりまとめる。

※○内の数字は上の欄に対応
①→　移植試験地絞り込み周辺環境の点検・整備
②→　移植試験地の点検・整備
③→　移植試験（未実施種中心）過程記録
④→　移植試験結果分析、マニュアルの改訂(version up)
⑤→　播種試験地絞り込み周辺環境の点検・整備
⑥→　播種試験（未実施種中心）過程記録
⑦→　播種試験結果分析、マニュアルの改訂(version up)
⑧→　報告文・図版

★ノウハウ(技術情報)の蓄積を進め、アイヌ文化関連植物保全対策の基盤を拡充する。

アイヌ文化情報センターを基盤とした情報の受・発信と、各種の文化振興事業・活動
及び町立博物館・歴史館等関係機関との連携・協力に努める。

各担当チームごとにより詳細な作業計画・工程を作成し、進捗状況に応じて随時見直
しを行いながら業務課題を遂行する。
また、他分野担当チームとの連携・協力に努める。

★想定する成果の重点★ノウハウ(技術情報)の蓄積を進め、アイヌ文化関連植物保全対策の基盤を拡
充する。

業務項目と
内容・方法

※２

想定する成果
（状況/物品）

◎貝澤朱美

業務項目

事業名

業務分野

目的／課題
※１

年間作業工程
(行程）概要

検討会または勉強会

◆マニュアルの
継続的バージョンアップ

◆植物保全の
バックヤードを整備

◆モニタリングの
中長期的なあり方を検討

◇◆Ｈ23年度、5-有用植物移植試験及びモニタリング調査計画◆◇

調査計画検討

移植試験事前準備 ＊①

移植試験地整備作業 ＊②

有用植物移植試験 ＊③

有用植物移植試験 ＊④

移植マニュアル(案)の整備・更新

播種栽培試験事前準備 ＊⑤

播種栽培試験 ＊⑥

播種栽培試験 ＊⑦

播種栽培マニュアル(案)の整備・更新

調査結果とりまとめ ＊⑧

前年度（H22年度）までに取りまとめられた成果や
検討会で確認された事項、方向性をふまえ、今年
度の調査項目を整理し、作業工程を作成

◇移植試験箇所の現地確認

◇移植対象種の状況確認
◇移植に必要な資材、機材の確認

◇移植試験箇所と周辺の除草

◇動物等の食害対策（主としてシカ）
◇融雪期に落ちた枝や、ゴミ拾い

◇杭、ロープ、防護網の補修など

●計画・目的に基づき必要な移植試験を行う
◇主としてこれまで未実施の種及び未実施の方法
を中心に行う
◇既存の種については、前年度に取りまとめたマ
ニュアル(案)に基づき行う
◇移植後必要な保護（食害ガード。苗木について
は遮光ネットを取り付け、散水）を行う

◇移植試験実施植物を対象に、前年度取りまとめ
たモニタリング計画に基づき調査を行う

◇月１回程度の試験地の巡回も行う

◇播種種の絞り込み
◇種子の採取
◇播種試験に必要な資材の確認

◇主として、これまで未実施の種を中心に行う
◇播種後必要な保護（遮光ネット）や散水を行う

◇播種試験実施植物を対象に、前年度取りまとめ

たモニタリング計画に基づき調査を行う

◇発芽状況の確認

◇次年度以降の中・長期計画を作成

◇進捗状況については、検討会等で報告

◇今年度の試験終了後に、マニュアルを整理・補

充し、図化する

◇報告書作成を作成

７



　

■アイヌ文化環境保全対策事業の体制概念図　（平成23年度）

地域住民

北海道民
日本国民

世界の人たち

平取ダム地域文化保全対策検討会

平 取 町

アイヌ施策推進課

調査協力者・機関
（町教育委員会、博物館・歴史館等）

≪ 調査室 ≫
企画総括グループ／情報管理グループ／環境整備グループ

各業務分野担当チーム

業務管理スタッフ

文化環境保全調査担当主幹（学芸員）
相談役／業務主任

国土交通省北海道開発局
室蘭開発建設部

沙流川ダム建設事業所

北海道アイヌ協会
平取支部

◆アイヌの人たちを
はじめとする地域住民の

主体的参画

◆専門家との協働、
専門家への育成、修練

◆ウコウｸ （=リンク）
人と人、人と情報、情報と情報

のつながりを重視

◆「学習」・「公開」の重視
双方向で創造的な協働

◆シミュレーション=
多角的・実証的データを
ふまえ予測、対策案提示

※ 今年度の調査室年間テーマ ＝【 深める、高める、広める、そしてカタチにする 】

協議・調整・連携・協働

事業事務局

８


	



